
  

 
 
 
 
 

 まだ夏の日差しが残る中、今年度第 2 回目の学校運営協議会が実施されました。前期の学校の様子が共有され、

この日は川崎市政 100 周年の記念行事の一環としての「たね団子づくり」の様子を見学しました。 

【第２回西菅小学校学校運営協議会】 

日時 令和６年 10 月２日（水）９時３０分〜１１時３０分 参加者：委員１１名（内、教職員４名） 

① 会長あいさつ（米田会長）（一部要約） 

今日は「たね団子づくり」土に触れ合うことが減ったので、とても素晴らしいこと。猛暑を避けた運動会の
はずが、暑い１０月となっている。子どもたちの体調が心配である。麻生区のほうでは「こども未来課」に参
加しているが、課が違うと視点が異なる。子どもたちに関わる部門は多角的な物事の見方は大切である。運動
会準備の時期、教職員の体調も心配である。教育はデジタル化している。子どもたちにとって本当に良いのか？
現場のことを教えてもらいたい。 

② 教育委員会より 

授業参観含め、現場を見られることは楽しみである。連携が大切であるので、学校と地域を繋ぐ「コミュニティ・
スクール」には感謝している。学校の良さが地域や保護者の方々に伝わっている学校であると思った。 

③ 学校長あいさつ（一部要約） 

  ●「たね団子づくり」は「全国都市緑化かわさきフェア」として実施。本校は６年生が低学年に作り方を教え
る。教え合いの中で学んでほしい。（＊この活動は、学校で花の種を育て、地域の緑化につなげる取り組みです＊） 

  ●今日は学校予算についてもお話ししたい。学校予算はホームページで公開することになっている。 
  ●今年度の取組みについて：①短時間学習（モジュール）で 15 分間漢字・ひらがなに特化し、子どもたちは

頑張っている。②専科で教員を配置できている。担任が国語算数を中心に固めていくことができる、働き方改
革の一環である。③今月は読書の月間。毎月最終日曜に「西菅読書に親しむ日」を設けているが、10 月 29
日には 45分間の読書の時間を持ちたい。想像力を育成するのに読書は良いものである。④あいさつ運動に力
を入れている。シン・ニシスゲンジャーも活躍。「かわさき TEKTEK」でこのような物を購入した学校がなか
ったので新聞やテレビの取材を受けた。6月にはお披露目式をしたが、6年生が台本を作成して校長室に持っ
てきた。⑤にしにしフレンズ活動として、子どもたちが自主的に委員会や係活動をする日を設けている。⑥免
疫力を高める取り組みに力を入れてきた。年度末に欠席者の動向をみたい。健康委員会が大活躍している。⑦
防災教育として防火扉を閉めた状態を体験したり、仮設トイレの組み立てや新聞紙スリッパを作ったりした。
11 月にも体験を実施する。⑧デジタル化を進めており、学校だより、給食だより、ほけんだよりはペーパー
レスとした。⑨水泳学習にコナミのインストラクターが入ってくださっている。 

④  事務職員より学校配当決算報告書 
 学校配当予算の公開は令和 3 年度から保護者との良好な関係の構築及び透明性の確保のため実施している。

市議会が終わり決算審査を経て昨年度の予算をホームページで公開することになっている。学校で使われる
お金について「公費」と「私費」の区分についての説明、物価高であるが学校配当予算は減額で推移している。
限られた予算を学校生活と教育環境整備のバランスを見ながら使っていきたい。 

⑤  計画委員より 
    委員会活動が５つになった。放送、図書、健康、環境、計画の各委員会の前期の報告と、委員への感謝の言葉 

とともに下敷きのプレゼントがあった。後期もあいさつ運動に力を入れたい。共同募金も行う。 
⑥  たね団子づくり活動 参観 

⑦  ご意見・ご感想（一部抜粋） 

  ●計画委員が自分で企画を持ってきているということが素晴らしい。「たね団子づくり」では、低学年の子ど
もが不安になると 6年生を見て、6年生はうなずいて教えていた。優しさにつながる教育でもあると思った。 
●他の学校では教員不足があるようだ。先生方が無理してないか心配である。地域でどう手伝えば良いか教え
てほしい。●読書に力を入れているということが伝わってきた。読書は登場人物に自分を重ねて生きる力にな
っていくらしい。続くといい。●「たね団子づくり」は行政、地域、学校、上級生下級生が一体となって行っ
ており、微笑ましかった。ニシスゲンジャーをとっかかりに挨拶運動など、よい。●PTA活動も少数精鋭、
委員会数も減っており、以前とは違う。やり方も考えていかないといけない。●PTAでも少し新たなテイス
トで広報誌を作成したり細々とブログを書いたりしている。来月はふれあいまつり。 

    

（記録：コーディネーター 小幡 仁美子） 

 

 

 



＜「たね団子づくり」の様子＞ 

          

市役所の方々の説明を聞きます        「たね団子」を作る低学年を見守る 6年生 

 

            

育苗ポットに土を入れ、たね団子を入れています           最後にたっぷり水をあげます 

 

         

しばらくの間、みんなで育てます          会場の片付けを手伝う 6年生たちです 

土のお団子に

種をつけて、

クッキーくら

いに押しつぶ

すよ 

土はこのくらいでいい

ですか？ 

おおきく 

なあれ。。。 


